
荒川地区流域治水協議会について

宮城県

資料２



1 令和元年東日本台風
浸水被害痕跡調査結果（令和元年12月23日 県・大河原町・村田町合同調査による）
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巻橋上流は堤防天端近くまで
水位が上昇しており、
巻橋下流は堤防天端から約1mの
ところに洪水痕跡があった

※浸水範囲、越水（溢水）箇所については大河原町、村田町提供資料による

○浸水による孤立地域、緊急輸送道路の浸水が発生した。
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２ 荒川地区流域治水協議会

【協議会の目的】規約 第２条関係
近年，令和元年東日本台風をはじめとした激甚な水害が発生するなど，気候変動に

より，水害が激甚化・頻発化している。

このため,荒川地区において,あらゆる関係者が協働して「流域治水」
(流域全体で水害を軽減させる治水対策）を計画的に推進するため
の協議・情報共有を行う。

【名称】規約 第１条関係
荒川地区とは，荒川流域，新川流域を指すものとする。

【協議会の構成】規約第３条関係（別表１）

・大河原町 地域整備課長
農政課長

・村田町 建設水道課長
農林課長
まちづくり振興課長

・柴田町 都市建設課長
農政課長

・宮城県 大河原地方振興事務所 農業農村整備部長
・宮城県 大河原土木事務所 副所長（技術担当）

アドバイザー
・国土交通省東北地方整備局

仙台河川国道事務所 流域治水課長
・宮城県 土木部 河川課 総合治水対策専門監

事務局 ・宮城県 大河原土木事務所

構成員



宮城県宮城県３ 荒川地区流域治水協議会

【協議会の実施事項】規約 第４条関係

１ 荒川地区で行う流域治水の全体像の共有・検討。

２ 河川に関する対策，流域に関する対策，避難・水防等に関する対策を含む，

「流域治水プロジェクト」の策定と公表。

３ 「流域治水プロジェクト」に基づく対策の実施状況のフォローアップ。
４ その他，流域治水に関して必要な事項。

【会議の公開】規約 第５条関係
協議会は，原則公開とする。内容によっては，協議会に諮り，非公開とすることが

できる。

【協議会資料等の公表】規約 第６条関係
協議会に提出された資料等については速やかに公表するものとする。ただし，個人

情報等で公表することが適切でない資料等については，協議会に諮り，非公表にする
ことができる。

【事務局】規約 第７条関係
協議会の事務局は，宮城県大河原土木事務所で行う。
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宮城県宮城県４ 荒川地区流域治水協議会

令和４年度

（書面開催）

・協議会を設立、４回の会議を開催
・流域の課題共有、各課題に対する対応案の検討
・荒川地区流域治水プロジェクトの策定

令和５年度 ・荒川地区流域治水プロジェクト実施状況のフォローアップ

第１回（R4.5.20） 第２回（R4.8.25） 第３回（R5.2.9） 第４回（R5.3.22）

（R6.2.9） 4



宮城県宮城県（参考）阿武隈川水系流域治水プロジェクト【位置図】
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仙台河川国道事務所webページより
https://www.thr.mlit.go.jp/sendai/kasen_kaigan/kaigi/chisui/index.html



〇荒川河道（白石川合流点～新川合流点）
・計画高水位(H.W.L.)に対して十分な流下能力を有している。（水位縦断図により確認）
・青川樋管等の開口部が開いていたことにより外水が堤内地へ逆流した。（氾濫解析により確認）
・下流部は、樹木繁茂が進んでいるため、水位上昇への影響がある。（現状）
・巻橋は、河道法線に対し狭小となっているため水位上昇への影響がある。（現状）

治水安全度の向上と維持（河川、流域の整備と管理）、流域の保水・貯留機能の強化治水安全度の向上と維持（河川、流域の整備と管理）、流域の保水・貯留機能の強化

基本方針： 令和元年東日本台風洪水・被害を軽減するための治水対策
（流域治水の施策方向性）

※市街地の浸水抑制と孤立住宅の解消

現
状
・
問
題
点

対
策
の
方
向
性

５ 荒川流域の治水上の問題点と対策の方向性

〇荒川河道（新川合流点～上流部）
・今次出水では、現況河岸高を超過し越水した。（水位縦断図、氾濫解析により確認）
・新川合流点付近は河岸高が低い。

〇新川河道（荒川合流点～上流部）
・今次出水では、現況河岸高を超過し越水した。（水位縦断図、氾濫解析により確認）
・新川合流点付近は、全体的に河岸高が低い。

〇流域
・各排水機場が機能せずに浸水を軽減することができなかった。（浸水実績、氾濫解析より確認）
・荒川に流入する小河川、水路等の排水能力は小さく、広範囲に氾濫をもたらした。（氾濫解析により確認）
・浸水個所では、孤立住宅の発生、幹線道路の不通など住民生活、早期復旧に対し支障をきたした。（浸水実績より）

②被害対象を減少させるための対策
既存施設の適正な活用

②被害対象を減少させるための対策
既存施設の適正な活用

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らす対策①氾濫をできるだけ防ぐ・減らす対策

③被害対象を減少させるための対策（ソフト対策）
迅速な避難に資する態勢の強化等

③被害対象を減少させるための対策（ソフト対策）
迅速な避難に資する態勢の強化等

④グリーンインフラの取り組みの推進（自然環境対策）④グリーンインフラの取り組みの推進（自然環境対策） 6



宮城県宮城県（参考）流域治水の施策のイメージ

※R2.10 流域治水の推進に向けた関係省庁実務者会議資料に加筆 7


